
国語科学習指導案 

八尾市立八尾小学校 

指導者  河村 香 

１．日 時  令和５年 11月１日（水） 第５時限 14：00～14：45 

２．場 所  第１学年３組教室 

３．学 年 ・ 組  第１学年３組(28名) 

４．単 元 名  「せつめいする文しょうをよもう」「せつめいする文しょうをかこう」 

教材文：「じどう車くらべ」「じどう車ずかんをつくろう」(光村図書) 

５．単 元 目 標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

・事柄の順序など

情報と情報との

関係について理

解することがで

きる。【(２)ア】 

・事柄の順序などを考えながら、内容の大

体を捉えることができる。 

【Ｃ 読むこと (１)ア】 

・文章の中の重要な語や文を考えて選び出

すことができる。【Ｃ 読むこと (１)ウ】 

・事柄の順序に沿って簡単な構成を考える

ことができる。【Ｂ 書くこと (１)イ】 

・文章の内容と自分の体験とを結び付け

て、感想をもつことができる。 

【Ｃ 読むこと (１)オ】 

・言葉がもつよさを感じると

ともに、楽しんで読書をし、

国語を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとする。 

６．本単元で取り組む言語活動 

事物の仕組みを説明した文章を読み、順序を考えながら「じどう車ずかん」を作る。 

 

７．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①事柄の順序など

情報と情報との

関係について理

解している。

【(２)ア】 

①「読むこと」において、事柄の順序などを

考えながら、内容の大体を捉えている。

【Ｃ 読むこと (１)ア】 

②「読むこと」において、文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 

【Ｃ 読むこと (１)ウ】    

③「書くこと」において、事柄の順序に沿っ

て簡単な構成を考えている。 

【Ｂ 書くこと (１)イ】 

④「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもってい

る。【Ｃ 読むこと (１)オ】    

・言葉がもつよさを感じると

ともに、楽しんで読書をし、

国語を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとしてい

る。 

 



８．指導にあたって 

(１)児童観 

本学級の児童は、説明的な文章については「くちばし」「うみのかくれんぼ」を学習してきた。 

「くちばし」では、一つひとつの言葉と挿絵を対応させて内容の大体を捉える学習を行った。

初めて説明文に触れた児童は、同じ「くちばし」でも、じっくりと視点を当てると一つひとつ違

うくちばしに興味を持ち、言葉や挿絵を追いかけながら読んでいた。また、説明文の基本的な文

型「問い―答え」を学び、文末表現を手がかりに「問い」を見つけ、その問いに対する「答え」

を確認しながら読み進めることができた。単元の最後に、「くちばしクイズをつくろう」という

言語活動を設定することによって、「問い」と「答え」の関係を意識しながら自分で「くちばし

クイズ」を考え、書くことができた。 

「うみのかくれんぼ」では、「くちばし」と同様に一つひとつの言葉と挿絵を対応させて内容

の大体を捉える学習を繰り返し行った。「うみ」や「かくれんぼ」は児童にとって身近な自然や

遊びであるため、興味を持って生き物の名前・隠れている場所・体の特徴・隠れ方を探すことが

できた。また、単元の最後に、「『かくれんぼ名人』を探して、伝えよう」という言語活動を設

定することによって、「どの生き物が一番かくれんぼ名人か」を自ずと考え、「くちばし」では、

まだ難しかった事例の比較も行えるようになってきた。さらに、三つの生き物を二つにグルーピ

ングすることによって、「どの生き物が一番かくれんぼ名人か」を自分なりに考え、根拠と理由

を書くことができるようになってきた。 

これらの学習を進めていく中で、教材文から「問い」と「答え」を見つけ、重要な語や文を考

えて選び出して書き、内容の大体を捉えることはできてきた。しかし、児童の中には文章を書く

ことにおいてはまだ苦手意識をもつ児童がおり、特に自分が思っていることや考えていることを

言葉にすることが難しいと感じている。そこで、書くことへのハードルを少しでも下げるために、

本単元でもワークシート「じどう車しょうかいカード」を使用することによって、文の構成を捉

えやすくさせていきたい。また、視覚的な操作も入れることによって、事例の順序の理由を導け

るようにしていきたい。 

 

(２)教材観  

  １年上巻「うみの かくれんぼ」と同様、「問い＋答え＋答え＋答え」という列挙型の構成に

なっている説明文である。「どんな仕事をするのか」、そのために「どんなつくりになっているの

か」という具合に、問いが二つあるため、「しごと」と「つくり」を二つの段落に分けて書かれ

ている明確な構成である。さらに、「それぞれの じどう車は、どんな しごとを して いま

すか。」「その ために、どんな つくりに なって いますか。」という二つの問いの文に対し

て、三つの事例を挙げながら説明していく文章である。三つの事例は身近なものから順に挙げら

れており、説明の順にも「しごと」→「つくり」という一定の型が見られる。 

  既習の「くちばし」や「うみの かくれんぼ」と比べて特徴的なのは、二つの問いの間に因果

関係が見られる点である。どの事例においても「しごと」に合わせた「つくり」が説明されてい

る。答えの文では、「しごと」と「つくり」を「そのために」という言葉がつなげている。「しご

と」は１文で、「つくり」は２文で説明されている。「つくり」の説明の１文目には、なぜその「つ



くり」にする必要があったのか、詳しくは説明されていないが、２文目には、多少その「つくり」

にした意図が説明されている。説明されていない部分に関しては、児童に考えさせることで、理

解が深まることが期待できる。 

  また、「しごと」「うで」「あし」など、自動車を擬人化した説明が複数見られ、文章の下部に

はそれぞれの自動車の挿絵がある。読み手に理解してもらおうという書き手の説明の工夫である

ことを捉えさせられる。 

 「せつめいする文しょうをかこう じどう車ずかんをつくろう」においても、図書室で図鑑を

よく目にしている児童にとって、興味をもちやすい題材といえる。また、三つの事例で、「しご

と」と「つくり」に着目して学習を進めていくので、「しごと」と「つくり」に着目して情報を

集め、構成を考えることにも抵抗が少ないと思われる。教材文には、挿絵や作例もあり、学習の

見通しや目標がもちやすい。Ｐ34には「しごと」と「つくり」を整理する例がある。図鑑や絵本

などは、「しごと」と「つくり」ごとに記述があるわけではないので、取り出した情報をどちら

に書くのかを考え、どれとどれを記述するのか判断する際に活用できる。 

児童が単元の初めから、単元の終わりには自分の「じどう車ずかん」を作るということを念頭

に置いて学習を進めていくことによって、事例の順序・説明の順序とその因果関係など、順序立

てて情報を整理して書くという書き手の立場に立った書き方が自ずと鍛えられる。そして、今後

説明する文を書く際に、読み手に分かりやすく伝えるためのこれらの説明の工夫や技法を活かす

ことにつながる。 

 

(３)指導観  

第１次では、子どもたちに興味を持たせるため、「じどう車くらべ」で紹介されている事例の

自動車をスリーヒントクイズにして子どもたちに考えさせる。大体の児童が自動車の「しごと」

については、イメージを持っていることが予想できるものの、「つくり」については曖昧な知識

の児童もいると考えられる。教材文の初読後には、「つくり」も紹介されていたことを確かめ、

自動車ごとに「しごと」と「つくり」をまとめていこうという課題意識をもたせていくようにす

る。 

第２次では、「じどう車くらべ」において、今回初めて問いの文が２文あることに文末表現か

ら気づかせる。答えを正確に捉えるためには、教科書本文の情報から適切な言葉を選び出すこと

が重要になる。教科書本文にある「しごと」や「そのために」というキーワードに着目し、カー

ドにまとめることで、文章の構成を捉えさせ、問いに対する答えの確認もさせていきたい。また、

自動車どうしの「しごと」を比べることで、それぞれの自動車の仕事に応じた「つくり」の違い

に気づかせたい。「じどう車ずかんをつくろう」の単元に入る前には、「しごと」にあった「つ

くり」を見つけることの重要性について理解させるために改めて取り上げたい。例として、「は

しご車」を取り上げると、車体が赤いことも、はしごが伸びることも「つくり」である。しかし、

「災害時に人を救出する」ことを「しごと」とした場合、「つくり」として紹介すべきことはど

ちらか、選択できる力を育てたい。「ハンドルがあること」や「タイヤがついていること」は、

全ての自動車の共通事項であり、「しごと」独自の「つくり」ではないことも合わせてここで確

認しておく。 



第３次では、「じどう車ずかんをつくろう」の学習のために、まず図書室にある自動車図鑑か

ら好きな自動車を１つ選び、集めたたくさんの情報からふさわしい情報を取捨選択させて、「じ

どう車カード」を作成する。そして、自分の「じどう車ずかん」を完成させる。また、今回の「ず

かんづくり」では、特にどのような順序にすればよいのかを子どもたちそれぞれにより深く考え

させたい。そのために、自分で作成した「じどう車カード」を教材文の自動車の中にただ入れる

だけではなく、自分の考えに合った順序も自ら考えて図鑑を完成させる活動を行う。その際、な

ぜその順序にしたのかという理由も説明させるようにする。その活動から、それぞれの考えによ

って順序も変わってくることに気づかせたい。順序についての理解が困難な児童がいることも想

定し、この活動に入る前に教師が例を示し、実際にカードを動かして視覚的な支援を行う。次に

発展的な学習として、グループで「じどう車ずかんをつくる」という活動を設定した。ここでの

言語活動では、それぞれ作成した「じどう車カード」をグループで持ち寄り、題名と順序を考え

させながら図鑑作りを行う。一人の意見が優先されることがないように、グループ内のすべての

児童が自分の考えた順序を提示する時間を確保する。そのことによって自分の考えを伝えること

に苦手意識を持つ児童も必ず参加できるようにさせたい。題名に合った「じどう車ずかん」を作

るために「じどう車カード」を並べ替える活動を通して、事例の順序を工夫できることや自分も

書き手となる楽しさを知ってほしい。 

 

９．単元の指導と評価の計画（全 12時間）◎…記録に残す評価 〇…指導に生かす評価 

次 時 主な学習活動 知技 思判表 主体 評価規準・評価方法 

１ １ ・スリーヒントクイズで登   

場する自動車を知り、好

きな１台を選んでその理

由を書く。 

・範読を聞き、出てきた自 

動車や説明されていたこ

とについて確かめる。 

・「じどう車ずかん」を作

ることを知る。 

  

 

 

 

 

〇  

 

 

 

 

 

 

２ ２ 

 

 

 

３

４

５ 

 

 

 

・文章全体の構成を捉える

問いの文や、出てきた自

動車を確かめ、内容の大

体を捉える。 

・それぞれの自動車の「し

ごと」と「つくり」を読

み取り、カードにまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

〇 

〇 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

・文章全体から、問いの文や出

てきた自動車を確かめ、内容

の大体を捉えている。 

【思・判・表①】〈ノート〉 

・それぞれの自動車の「しご

と」に対する「つくり」を理

解している。【知・技①】 

〈行動観察・カード〉 

・構成を捉えてカードに書いて

いる。【思・判・表③】  



 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

・それぞれの自動車の「し

ごと」と「つくり」を比

較することで、共通点や

相違点・差異点を見つけ

る。 

・はしご車の「しごと」と

「つくり」を考え、ノー

トにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

〇 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〈行動観察・ノート〉 

 

 

 

 

 

・「しごと」と「つくり」の関

係を理解し、自分の言葉でカ

ードを書いている。 

【知・技①】 

〈行動観察・ノート〉 

・選んだ自動車の「しごと」と

「つくり」に合った情報を探

したり、選んだりしている。 

 【思・判・表②】 

〈行動観察・ノート〉 

３ ８ 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

・本の中から自分たちの自

動車を１台ずつ選ぶ。 

・自分の自動車の「しご

と」と「つくり」をカー

ドにまとめる。 

 

・事例の順序について考

え、「じどう車ずかん」

を作る。【本時】 

 

 

 

 

 

 

・グループで「じどう車ず

かん」を作る。 

 

 

・友だちと「じどう車ずか

ん」の交流をし、感想を

伝え合う。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

・教科書の筆者になるという体

験を通して、構成の意図を考

えている。 

【思・判・表③】 

〈行動観察〉 

・文章の内容と自分の体験とを

結び付けて、感想をもってい

る。【思・判・表④】 

〈ノート〉 

・図鑑を作るために、その題名

とカードの順序を考えてい

る。【思・判・表④】 

〈行動観察〉 



1０．本時の展開(10/12時間目) 

（１）本時の目標 

 ・文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつことができる。【思考・判断・表現③】 

・教科書の筆者になるという体験を通して、構成の意図を考えることができる。【思考・判断・表現④】 

 

（２）本時の評価規準 

おおむね満足できる状況(B) 努力を要する状況(C)への支援 

・カードを操作することによって、自分の体験
と結び付けて並べ方の理由を見つけている。 
【思・判・表④】 

・事例の順序について考える学習を通して、自

分たちの並べ方から考えたこと、もしくは、
筆者の並べ方から考えたことのどちらか一
方を書いている。【思・判・表③】 

・カードを用意し、事例の順序を視覚的に捉え

させる。 

・どのような理由で順序を考えているか、言語

化することによって、全体で共有させる。 

（３）展開 

主な学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１．前時を振り返る。 

 

 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

３．「乗ってみたい順」にカー

ドを並べる。 

 

 

 

４．教科書本文の事例の順序に

ついて考える。 

 

 

 

 

 

５．本時を振り返る。 

・自分が作ったカードを確認さ

せる。 

 

・教師が例を示し、順序を自分

でも操作できることを確認さ

せる。  

 

 

・筆者になったつもりで、教科

書本文の三つの事例と自分の

選んだ自動車がどのような順

序になるかを考えさせる。 

 

・教科書本文の事例は、「乗っ

てみたい順」と違うことに気

づかせる。 

・順序をペアで考えることによ

って分かったことを発表させ

る。 

 

・事例の順序について考える学

習を通して、学んだことを振

り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断・表現④ 

（行動観察） 

【指導に生かす評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断・表現③ 
（ノート） 
【記録に残す評価】 

 

せつめい文のひっしゃになろう。 


